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FileMaker How To Guide– iOS への簡単な展開 
FileMaker Pro データベースアプリを iPad および iPhone に展開するベストプラク

ティス 
 
このガイドは、FileMaker Pro データベースアプリを FileMaker Go for iPhone または FileMaker 
Go for iPad で使用する場合の、ベストプラクティスの概要を説明したものです。 

展開オプション 
FileMaker Pro データベースを iPhone と iPad のユーザーが利用できるように展開するには、主に

次の 3 つの方法があります。 

1. iOS デバイスにファイルを転送する  - データベースファイルをデバイス上に転送し、ロー

カルのファイルとして利用します。 

2. FileMaker Server または FileMaker Pro でホストする  - データベースファイルを

FileMaker Serverまたは FileMaker Pro をホストとして共有し、iOS デバイスからアクセス

し、操作します。  

3. データインポートを用いて同期させる  – データベースファイルを FileMaker Serverまた
は FileMaker Proでホストしますが、ホストされたファイルとローカルファイルの間で、デー

タインポートを用いて同期をとり、ローカルにアクセスします。 
 

注:  このガイドでは、読者が展開したいデータベースをすでに FileMaker Pro で作成して

いること、またデバイス上に FileMaker Go のインストールが完了していることを前提

としています。 

オプション 1 – iOS デバイスに転送する 
FileMaker データベースファイルを iOS デバイスに転送することによって、そのローカル上のファイ

ルにアクセスできるようになります。 ファイルは iOS デバイス上に保存されるので、ネットワークを介

して、ホストされているファイルに接続する必要はありません。 
 
以下の手順に従って、FileMaker データベースを iTunes または E メールを用いて転送することがで

き、また上級編として、デバイス上にすでに展開されているファイルを用いて転送する方法を紹介し

ます。 

iTunes を用いて転送する 
この方法は転送するファイルサイズとして、8 GB までのファイルが推奨されます。 
1. iTunes を開き、デバイスをコンピュータの USB ポートに接続します。 

2. デバイスの［App］タブで、［ファイル共有］の欄までスクロールダウンします。 

3. ［App］パネルで［FileMaker Go］をクリックします。 

4. ［FileMaker Go の書類］パネルの下部にある［追加…］ボタンをクリックします。 

5. 該当するファイル（1 つまたは複数）を選択し、［開く］をクリックします。ファイルは自動

的にデバイスにアップロードされます。 

6. または FileMaker ファイルを、コンピュータから［FileMaker Go の書類］パネルにドラッ

グすることもできます。その場合も、ファイルは自動的にデバイスにアップロードされま

す。 

7. アップロードが完了すると、指定したファイルは FileMaker Go の［デバイス上のファイ

ル］のリストに表示されます。 

E メールを用いて転送する 
事前の確認事項として、使用しているメールプロバイダーの、添付ファイルのサイズ制限を

確認してください。 
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FileMaker データベースファイルをメールに添付し、そのメールを、デバイス上で設定されて

いるアカウント宛てに送信します。 

1. デバイス上で、メールを開きます。 

2. 添付されたファイルをタッチし、アクションダイアログで［”FileMaker Go”で開く］を選択し

ます。ファイルが開き、［デバイス上のファイル］のリストに表示されます。 

上級ユーザー向け – デバイス上に保存されている FileMaker ファイルを介して転送する 
この方法は、上級ユーザーが、WiFi または 3G など、ネットワーク接続方法に対して適切な

ファイルサイズのファイルを転送する場合に適しています（3G 接続は大容量のファイルを

転送するには不安定な場合があり、また各キャリアとのデータプランなども考慮する必要が

あります）。FileMaker のオブジェクトフィールドには、4GB のサイズ制限があります。 

1. FileMaker Server または FileMaker Pro によってホストされている別の FileMaker フ

ァイルのオブジェクトフィールドに、ファイルを挿入します。 

2. ホストされているファイルを FileMaker Go で開きます。 

3. オブジェクトフィールドの内容をエクスポートします。そのファイルはデフォルトで iOS デ

バイスの、ドキュメントディレクトリに保存され、［デバイス上のファイル］のリストに表示

されます。 

その他の転送方法 
iOS デバイスではさまざまなアプリケーションを用いて、ファイルをブラウズし、管理すること

ができます。例えば、DropBox、Box.net、DiskAid などのアプリケーションを用いてローカ

ル上のファイルを閲覧する方法です。（インターネットでその他のアプリケーションを検索し

てみてください。ただし一部のアプリケーションは、デバイスによって使用できないものがあ

ります。）これらのアプリケーションを用いて、FileMaker Pro ファイルを FileMaker Go アプ

リのドキュメントディレクトリにアップロード、ドラッグ、またはコピー&ペーストすることができ

ます。FileMaker Go では、そのファイルが［デバイス上のファイル］のリストに表示されます。 
 
さらに、Web ページ上のリンクを用いて、FileMaker データベースファイルを iOS デバイス

にダウンロードすることもできます。 
この場合も、どの方法でファイルをダウンロードするか決めるにあたって、ファイルサイズ、

接続形式、各キャリアとのデータプランを考慮してください。  

展開されたファイルにアクセスする 
FileMaker データベースファイルが転送されたら、以下の手順に従って FileMaker Go から

アクセスすることができます。 

1. 各自の iOS デバイス上で FileMaker Go を開きます。 

o iPad では、すぐに［ファイルブラウザ］が表示されます。  

o iPhone では、ボタンをタップしてファイルブラウザを開きます。 

§ iPhone では、［デバイス上のファイル］または［最近使ったファイ

ル］のいずれかをタップします。  

2. iPad / iPhone プラットフォーム上で、ファイルをタップして開きます。 

3. アカウントとパスワードが設定されているファイルの場合には、ログインダイアログ

が表示されます。アカウント名とパスワードを入力して、ファイルにアクセスします。 

URL を用いてファイルにアクセスする 
FileMaker Go では、fmp プロトコルを使用することができます。このプロトコルを利用すると、

ユーザーは URL を入力するか Web ページ上のリンクをクリックして、ローカルファイルや

ホストされているファイルを開くことができます。たとえば、

FMP7Script://~/Client.fmp7?script=ListClients という形式の URL では、「ListClients」 と
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いう名前のスクリプトをもつ Client.fp7 というファイル名の（iOS デバイス上にある）ローカル

ファイルが開きます。 
 
さらに、fmp プロトコルを使用して、ホストされているファイルを開くこともできます。 
“fmp7://HostNameOrIPAddress/HostedFile.fp7” という形式の URL は、ホストされている

ファイルを FileMaker Go（またはデスクトップコンピュータ上の FileMaker Pro）で開くコー

ルとして、ブラウザによって読み取られます。 
 
fmp プロトコルの詳細については、FileMaker ヘルプおよび FileMaker ナレッジベース

（http://filemaker-jp.custhelp.com/）の記事#9198 を参照してください。 

オプション 2 - FileMaker Server または FileMaker Pro でホストする 
FileMaker Server または FileMaker Pro で FileMaker データベースをホストすると、FileMaker Go
を介して iOS デバイスからリモートアクセスできるようになります。この方法を使用する場合は、Wifi
での接続が適しています。また、以下の 2 点を考慮すれば 3G 接続でも快適に使用することができ

ます。第 1 は、ファイルが FileMaker Go での使用に最適化されていること、第 2 は各キャリアとの

データプランがデータ転送量に適していることです。さらにこの構成では、3G ネットワーク接続につ

いては Wiｆi での接続ほど安定性が高くないということも、要素として考慮する必要があります。（ソリ

ューションの最適化の詳細については、”FileMaker How To Guide: 高速な iOS データベースアプ

リをデザインする”を参照してください。） 
 
FileMaker データベースをホストするには、一般的に次の 4 つの方法があります: 
 

1. FileMaker Pro 上でホストする  - FileMaker Pro でホストされているファイルに、Go から

接続する場合、iOS デバイス上に接続したファイルが保存されることはありません。

FileMaker Pro をホストとして接続できるユーザー数は最大 9 なので、このオプションは小

規模なローカルネットワーク（LAN）に推奨されます。 

2. FileMaker Server 上でホストする  - FileMaker Server でホストされているファイルに、

Go から接続する場合、iOS デバイス上に接続したファイルが保存されることはありません。

この方法は、LAN および WAN のどちらの展開にも、また VPN アクセスにも、推奨されま

す。3G 接続にも適していますが、上記の点（ファイルの最適化、データプラン、3G ネットワ

ークの信頼性）を考慮してください。 

3. 複数サーバーを介してホストする  – FileMaker Go からファイアウォールの内側にホスト

されているファイルへのアクセスをする場合、2 つ以上の別サーバーで管理されたファイル

でソリューション全体を構成することができます（ファイアウォールの内側にホストされた

FileMaker Server にある「マスター」ファイルと、ファイアウォールの外側にホストされた

FileMaker Server にある「外部」ファイルです。この外部ファイルは「マスター」ファイルと同

一または同等のファイルで、マスターレコードのサブセット（部分集合）で機能するよう設計さ

れたものです）。 

4. 部分的にホストする  – この方法も 2 つ以上のファイルで構成されます （FileMaker 
Server によってホストされている「マスター」ファイルと、iOS デバイス上に保存された同一

のファイルまたは「オープナー」（マスターファイルを開くための）ファイルです）。iOS デバイ

ス上に展開された FileMaker ファイルでは、ホストされているファイルを開くためのスクリプ

トを使用することができ、それによってリモートユーザーがホストされたファイルに簡単に接

続できるよう設定できます。さらに、ホストされているファイルと都合のよい時に同期をとるオ

プションを用いれば、FileMaker Go のユーザーがホストされているファイルにまったく接続

しないで作業できるよう、ローカルに展開されたファイルを構成することができます。  

ホストされるファイルを構成する 
FileMaker Pro データベースがホストされるためには、次の 2 段階の手順で、共有の構成

にしておかなければなりません。 
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1. ホストされているファイルにアクセスするアカウントに関連付けられた各アクセス権セッ

トに対し、FileMaker ネットワークを介したアクセスを許可する fmapp 拡張アクセス権

セットを追加します。アカウントとアクセス権の管理は、［ファイル］メニュー  > ［管

理］  > ［セキュリティ］….で行います。 

2. ［ファイル］メニュー> ［共有］  > ［FileMaker ネットワーク］パネルで、共有を可

能にします。 

 
重要: ホストされているデータを保護するために、必ず適切なセキュリティ対策を実施してく

ださい。FileMaker ヘルプで「データベースの保護」を検索すれば、FileMaker のセキュリテ

ィについて、さらに詳しく知ることができます。 

ホストオプションの実装 

FileMaker Pro でファイルをホストする 

FileMaker Pro でファイルをホストするには、上記のようにファイルを準備してから、デ

スクトップコンピュータ上の FileMaker Pro でファイルを開きます。その後 FileMaker 
Go を用い、ネットワーク上でファイルを開きます（下記を参照）。 

FileMaker Server でファイルをホストする 
ファイルをアップロードするには、FileMaker Server Admin Console を使用して、次の

手順に従います。 
1. コンソールの左下にある関連タスクパネルから［データベースのアップロード］

をクリックします。 

2. データベースアップロードアシスタントを使用して、FileMaker Server 内のフォ

ルダを選択して、該当するファイル（1 つまたは複数）を選択しアップロードしま

す。 

3. ［データベース］パネルで、選択したデータベースファイル（1 つまたは複数）が、

開いていることを確認します。 

4. FileMaker Pro または FileMaker Go を用い、ネットワーク上でそのファイルを

開きます（下記を参照）。 

複数のサーバーを介してファイルをホストする 

ファイアウォールの内側にある FileMaker Server に、「マスター」ファイルをアップロー

ドします。次に、ファイアウォールの外側にある FileMaker Server に「外部」ファイルを

アップロードします。さらに、 

1. セキュアネットワーク内でホストされているファイルに、外部ネットワークでホス

トされているファイルに対する外部データソースの参照を追加します。 

2. セキュアファイルに、外部ファイルとの間でレコードを移動するためのスクリプ

トを追加します。 

3. FileMaker Server でスクリプトをスケジュールするか、定期的にスクリプトを呼

び出すロボットファイルを設定します。 

部分的にホストする – ローカル ファイルをホストされているファイルと組み合わせる 

ホストされているファイルへの接続に使用する iOS デバイス上のファイルには、ホスト

されているファイルとスクリプト（またはそのいずれか一方）への参照が必要です。ホス

トされているファイルを開く FileMaker Go のローカルファイルを使用する場合は、必ず

セキュリティを考慮してください。また、ローカルで使用されるソリューションを設計する

際には、iOS プラットフォームを念頭に置くと、インターフェースや操作性が向上します。



 FileMaker How To Guide – iOS への簡単な展開 7 

前述の通り、ソリューションのパフォーマンスの最適化については、”FileMaker How 
To Guide: 高速な iOS データベースアプリをデザインする”を参照してください。 

 
ファイルがホストされ、適切なセキュリティが設定されれば、iPhone または iPad 上にインス

トールされている FileMaker Go からアクセスできるようになります。 

ホストされているファイルにアクセスする 
FileMaker Go は、［ファイルブラウザ］を介して、ホストされているファイルにアクセスします。

iPad と iPhone の画面は異なりますが、動作は同じです。 

1. モバイルデバイス上で FileMaker Go を開きます。  

• iPhone では、ボタンをタップして［ファイルブラウザ］を開きます。 

• iPad では、すぐに［ファイルブラウザ］が表示されます。 

2. ホストを管理します - ホストは、FileMaker Pro または FileMaker Server のいずれ

かを共有しているコンピュータです。 

a. ホストコンピュータがローカルネットワーク上で使用可能な場合、（iPhone
の）［ローカルネットワークホスト］または（iPad の右上隅にある）［ローカル

ネットワークホスト］アイコンをタップします。 

b. ホストがローカルネットワーク上で使用可能でない場合は… 

i. iPhone の［ホストを追加…］または iPad の右上隅にある［ホスト

を追加］アイコンをタップして、ホストを追加します。 

ii. ホストコンピュータの IP アドレスを入力します。ホスト名を追加す

ることもできます。 

iii. ［保存］をタップします。 

c. ホストの追加が完了していると、ホストは［お気に入りのホスト］パネルにリ

ストされます。 

3. ［ローカルネットワークホスト］パネルまたは［お気に入りのホスト］パネルで、ホスト

をタップし、表示されたリストからファイルをタップします。「リモートファイルを開く」

ダイアログにファイルが表示されないよう構成されている場合には、ファイル名を入

力します。 

4. アカウントとパスワードの入力が必要な構成のファイルでは、ログインダイアログが

表示されます。アカウント名とパスワードを入力して、ファイルにアクセスします。 

（別のオプションについては、前述の「URL を用いてファイルにアクセスする」のセクションを

参照してください。） 

ローカルファイルを用いて、ホストされているファイルにアクセスする 
ホストされているファイルにユーザーが素早く便利にアクセスできるよう、ホストされているフ

ァイルに接続して開くためのローカルファイルを構成することができます。 
 

1. FileMaker Pro を使用して、［ファイルを開く］スクリプトステップをもつスクリプトを、

ローカルファイル内に作成します。 

2. ［指定:］ドロップダウンで、［FileMaker データソースの追加］を選択します。 

3. ［ファイルを開く］ダイアログボックスで［リモート…］をクリックし、ホストされているフ

ァイルを選択してから、［開く］をクリックします。 

4. このスクリプトを保存し、ユーザーがタップするボタンに割り当てます。 

5. ファイルを iOS デバイスに展開します。 
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6. FileMaker Go でそのファイルを開き、作成したボタンをタップします。するとホスト

されているファイルが開きます。アカウントとパスワードの入力が必要な構成になっ

ている場合、ログインダイアログが表示されます。 

 

オプション 3 – デバイスとホストで同期させる 
FileMaker Go 上でローカル保存された FileMaker データベースファイルは、このデバイス上で完全

に動作し、他のシステムとの同期は 本来必要ありません。ただし、同期をオプションとして利用する

と、一定の条件のもとでは便利な場合があります。単純な同期のシナリオは、以下の通りになります。 
 

1. ホストされているファイルに、FileMaker Go で更新、追加されたレコードを保存するための

テーブルを追加します。 

2. FileMaker Go で展開されるファイルに、ホストされているファイルからダウンロードされたレ

コードを保存するためのテーブルを追加します。同期プロセスでは、このファイルへのファイ

ル参照や、ホストされているファイルのテーブルオカレンスを追加する必要はありません。 

3. iOS デバイス上にファイルを追加し、インポートまたはデータリレーションシップを介して、ホ

ストされているファイルと展開されているファイルの間でレコードを移動させるようスクリプト

を作成します。この「第三者」のファイルには、ホストされているファイルと展開されているフ

ァイルのファイル参照と、両ファイルの「外部」テーブルすべてのテーブルオカレンスが必要

です。 

 
もちろん、必要に応じてレコードを編集したり削除したりして両方のファイル内のレコードを正確に一

致させるような、より複雑で高度な同期手順を作成することもできます。 
 
同期の詳細については、“FileMaker Go 同期（仮題）” を参照してください。また、単純な同期シナリ

オでも、やや高度な計画と FileMaker のスキルが必要になるため、FileMaker Business Alliance 
のコンサルタントへの相談も推奨されます。 

まとめ 
FileMaker Go for iPad および FileMaker Go for iPhone を使用すると、ローカルファイルとホストさ

れているファイルの両方にアクセスすることができます。既に作成されたソリューションファイルがあ

れば、それを iOS デバイスのローカルファイルとして使用するのも、FileMaker Server や

FileMaker Pro でホストして接続するのも簡単です。これによって、ホストされているファイルだけで

作業するか、ローカルファイルだけで作業するか、両方を組み合わせて作業するかを、自由に選べ

るようになります。 
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